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問合先　秘書課☎（275）6082

南海本線羽衣駅と
JR阪和線東羽衣駅の周辺に
72店舗が点在する商店街

羽衣商栄会

今年も 12 月に開催される
｢イルミネーション｣

毎年８月の
第一日曜日に開催
「羽衣七夕まつり」

羽衣学園 100 周年の
お祝いに羽衣商栄会から

横断幕を贈呈

どのお店へ行っても、笑顔で迎え入れてくれる商店街

羽衣商栄会の魅力を再発見

素敵な店主がいる。
｢人 ｣こそが商店街の魅力！

　花屋一筋 40 年。お客様のことを第一に考える心優
しい若間さんが今までで 1 番嬉しかったことは、コ
ロナの影響で通常の卒業式ができない卒業生のため
に、羽衣商栄会から花束を贈ったこと。約 1,000 束
を手作業で作成し、卒業式の日に届けました。｢普段
お店には来ない生徒から御礼を言われたことも嬉し
かったが、商店街の気持ちを 1 つにしてやれたこと
も嬉しかった｣と教えてくれました。

　プロボディビルダーをめざしていた上田さん。先代
が病気になったことをきっかけに鰻屋を継ぐことを決
心。それから 30 年間筋肉と鰻への愛情は失わず鍛錬
を続けられています。｢忙しくて限界を超えそうな時で
も筋トレをしていたおかげで、限界ギリギリで耐える
力が付いた｣と笑顔で語ってくれました。そんな熱い
店主が焼いている鰻はふるさと納税の返礼品にもなっ
ています。

　3 代目店主の川俣さん。｢全国的に書店が減ってい
る中、皆さんに本との出会いを届けるために頑張っ
ています｣とお話してくれました。書店の醍醐味は店
内を歩けば、気になるワードや楽しそうな POP が目
に飛び込んできて、今まで興味がなかった本に出逢
えることです。お店には 1 万冊を超える本が並んで
いますので、新しい本との出会いに訪れてみてはい
かがでしょうか。

　元々は街の電気屋さんだった店主の又野さんは、
一念発起し八百屋になることを決意。未経験の業種
だったため、地道に農家を一軒一軒回ったそうです。
そして今年は、おにぎりも提供するお店にリニュー
アル。｢お客様に喜んでいただくために私も挑戦し続
けます｣と笑顔で話してくれました。また、上方社会
人落語家として毎月第 3 月曜日 16 時から FM 泉大
津のラジオ番組に出演中。落語にも注目です！

おかげや  店主 又野さん
日本野菜ソムリエ協会認定の八百屋兼喫茶店ホロホロ堂書店 店主・羽衣商栄会 会長

川俣さん

創業98年！高石市唯一の個人書店
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はごろもがあでん 店主 若間さん
豊富な品揃えでお客様のニーズにお応えします

手作りの花束

うなぎのうえだ 店主 上田さん
昭和50年から受け継がれる自家製秘伝のタレが自慢
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抽選で豪華賞品が当たる！

応募方法はこちらから▶

応募期間 2023.12.23（土）まで

インスタグラム
投稿キャンペーン

写真を撮って投稿して、商店街を盛り上げよう

商店街の写真やおすすめインスタ映え商品などを投稿すると
豪華賞品がもらえるキャンペーン！写真は過去のものでもOK！
商店街を訪れて、楽しみながら写真を撮り

みんなで羽衣商栄会の魅力を発信しましょう！

問合先　大阪府商店街店舗魅力向上支援事業事務局☎06（6636）1034

抽選で豪華賞品が当たる！

応募方法はこちらから▶

応募期間 2023.12.23 まで

インスタグラム
投稿キャンペーン

写真を撮って投稿して、商店街を盛り上げよう

商店街の写真やおすすめインスタ映え商品などを投稿すると
豪華賞品がもらえるキャンペーン！写真は過去のものでもOK！
商店街を訪れて、楽しみながら写真を撮り

みんなで羽衣商栄会の魅力を発信しましょう！

問合先　大阪府商店街店舗魅力向上支援事業事務局☎06（6636）1034
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